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慎
一

第
92
代
麻
生
太
郎
首
相
の
誕

生
か
ら
早
く
も
50
日
余
り
が
過

ぎ
、
当
初
さ
さ
や
か
れ
て
い
た

早
期
の
衆
議
院
解
散
総
選
挙
も

先
送
り
が
明
言
さ
れ
、
野
党
の

国
会
戦
術
も
徹
底
審
議
の
方
向

に
シ
フ
ト
し
始
め
て
い
る
状
況

で
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
与
党
の
解

散
に
向
け
た
「
負
け
」
を
少
な

く
し
た
い
と
い
う
選
挙
戦
術

と
、
今
は
解
散
で
は
な
く
何
よ

り
も
経
済
の
立
て
直
し
こ
そ
優

先
す
べ
き
課
題
だ
と
い
う
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
わ
が
国
で
も
毎

日
の
よ
う
に
バ
ブ
ル
後
最
安
値

を
更
新
し
て
い
る
、
世
界
同
時

株
安
や
輸
出
産
業
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
る
外
国
為
替
市
場
で

の
急
速
な
円
高
な
ど
に
よ
る
経

済
不
安
は
大
変
深
刻
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
反
し
、
現

在
の
株
式
市
場
は
、
国
内
企
業

の
企
業
資
産
額
を
正
し
く
反
映

し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
パ

ニ
ッ
ク
も
そ
う
長
く
は
続
か
な

い
と
の
予
測
も
あ
っ
た
り
、
長

く
生
活
を
圧
迫
し
て
き
た
原
油

や
穀
物
の
高
騰
は
下
落
傾
向
に

転
じ
て
お
り
、
物
価
高
も
収
ま

る
方
向
で
あ
る
、
と
の
見
方
も

あ
っ
た
り
し
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
民
一

人
一
人
の
「
ガ
マ
ン
」
も
限
界

に
近
付
き
つ
つ
あ
り
、
今
以
上

の
実
体
経
済
の
悪
化
は
何
と
し

て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

速
や
か
な
対
策
の
実
行
と
各
国

の
協
調
体
制
の
強
化
に
向
け
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
、

県
議
会
か
ら
も
国
に
対
し
て
強

く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
は
？

（
野
中
厚
議
員
）

　

局
地
的
な
豪
雨
・
ゲ
リ
ラ
豪

雨
が
頻
発
し
て
い
る
。
県
の
基

準
で
あ
る
時
間
雨
量
50
ミ
リ
想

定
の
整
備
で
は
対
処
し
か
ね
る

の
で
は
な
い
か
？

〈
上
田
知
事
答
弁
要
旨
〉

　

6
月
に
設
置
し
た
「
河
川
整

備
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
で

は
、
財
政
状
況
や
気
象
の
変
化

な
ど
を
考
慮
し
た
河
川
整
備
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
今

後
出
さ
れ
る
有
識
者
会
議
の
提

言
を
踏
ま
え
河
川
整
備
計
画
の

見
直
し
な
ど
を
考
え
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
通
信

９
月
定
例
議
会

　
　
　

主
な
内
容

7/17 日本国民フォーラム
横須賀基地視察

9
月
定
例
会
は
、
9
月
24
日

に
開
会
し
10
月
10
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。
無
所
属
刷
新
の
会
か

ら
は
、
鈴
木
正
人
代
表
が
、
次

の
質
問
を
中
心
に
７
項
目
の
質

問
を
し
ま
し
た
。

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者

と
特
定
失
踪
者
問
題
の
全
面
解

決
に
向
け
た
上
田
知
事
の
決
意

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

〈
上
田
知
事
答
弁
要
旨
〉

国
家
主
権
と
国
民
の
人
権
に

か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ

り
、
全
国
知
事
会
の
有
志
で
拉

致
問
題
解
決
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

き
、
個
人
と
し
て
も
粘
り
強
く

し
っ
か
り
と
こ
の
問
題
に
対
処

し
て
い
き
た
い
。

な
か
や
し
き
の
思
い
！

　

平
成
14
年
10
月
に
5
人
の

拉
致
被
害
者
が
戻
っ
て
か
ら

進
展
の
見
ら
れ
な
い
こ
の
問

題
、
家
族
の
皆
さ
ん
も
高
齢

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
解
決

に
向
け
て
埼
玉
か
ら
も
国
に

大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ

う
。
議
員
連
盟
と
し
て
も
が

ん
ば
り
ま
す
。

防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

 

（
石
渡
豊
議
員
）

大
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
へ

の
対
応
力
を
備
え
た
中
核
的
拠

点
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
本

県
だ
が
、
７
０
０
万
県
民
の
生

命
財
産
を
守
る
た
め
に
、
防
災

セ
ン
タ
ー
設
置
計
画
に
着
手
す

る
た
め
の
予
算
編
成
を
考
慮
し

て
は
如
何
か
？

〈
上
田
知
事
答
弁
要
旨
〉

県
庁
隣
接
敷
地
に
、
情
報
収

集
や
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
の
あ
る
災
害

対
策
本
部
室
や
関
係
機
関
と
の

調
整
を
行
う
総
合
調
整
対
策
室

な
か
や
し
き
の
思
い
！

　

予
想
も
つ
か
な
い
ゲ
リ
ラ

豪
雨
、
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
が
都
市
型
災
害
や
河
川
の

氾
濫
を
招
か
ぬ
よ
う
に
し
っ

か
り
と
し
た
対
策
が
必
要
だ
。

定
例
会
気
に
な
る
質
問 9/30 一般質問に登壇する

鈴木正人代表
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な
ど
を
備
え
た
防
災
セ
ン

タ
ー
を
整
備
し
た
い
。
必
要
機

能
・
規
模
の
検
討
中
で
で
き
る

だ
け
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
に

予
算
措
置
を
含
め
て
検
討
し
た

8月活動報告

９
月
26
日
グ
ル
ー
プ
サ
ン
フ
ル
ー
ツ

知
事
表
敬
訪
問
同
行

右
か
ら
中
野
さ
ん
・
河
野
さ
ん
・
知
事

秋
葉
さ
ん
・
中
屋
敷
県
議

3日 議会運営委員会 県議会議事堂
3日 鴻巣市体育協会役員会 鴻巣市役所第二庁舎
4日 箕田幼稚園運動会
4日 上尾市市制50周年記念式典 上尾市文化センター
4日 江熊芳雄氏叙勲記念祝賀会 熊谷ガーデンパレス
5日 鴻巣市水泳連盟役員会 鴻巣市立総合体育館
5日 鴻巣びっくりひな祭り実行委員会会議 鴻巣市役所
6日 警察危機管理防災常任委員会 県議会議事堂
6日 議会運営委員会 県議会議事堂
6日 議会あり方研究会幹事会 県議会議事堂
6日 倫理法人会経営者の集い クレアこうのす
8日 地方分権行財政改革特別委員会 県議会議事堂
8日 議会あり方研究会 県議会議事堂
8日 鴻巣市体育協会50周年実行委員会 鴻巣市立総合体育館
10 日 9月定例会最終日 県議会議事堂
11 日 鴻巣幼稚園運動会 鴻巣東小学校
11 日 エンゼル幼稚園運動会 鴻巣公園
11 日 防犯のまちづくり県民大会 埼玉会館大ホール
11 日 鴻巣市水泳連盟臨時総会 鴻巣市立総合体育館
12 日 鴻巣市民体育祭 鴻巣市立陸上競技大会
13 日 小谷ささら獅子舞 日枝神社
13 日 登戸ささら獅子舞 登戸集会所
15 日 埼玉県職員鴻和会総会 ゆき寿司
16 日 無所属刷新の会　会派会議・決算特別委員会勉強会　県議会議事堂
19 日 おおとり祭り
19 日 鴻神社例大祭 鴻神社
20 日 鴻巣市民ゴルフ大会 鴻巣カントリークラブ
20 日 県央地域防犯のまちづくり街頭キャンペーン 鴻巣駅
21 日 市民ゲートボール大会 鴻巣公園
21 日 法人会青年部研修会 クレアこうのす
21 日 鴻巣JC創立記念例会 蔵王
22 日 上尾警察署新庁舎落成式典
23 日 埼玉県中央民踊連合会　第17回秋季民踊発表会　上尾市市民体育館
26 日 田間宮生涯学習センターまつり 田間宮生涯学習センター
26 日 鴻巣市ソフトテニス市民大会開会式 上谷テニスコート
26 日 コスモスフェスティバル 吹上アリーナ前広場
26 日 交通安全功労・優良運転者表彰式 クレアこうのす
26 日 鴻巣市硬式テニス協会市民大会反省会 あきやま
27 日 予算要望提出 知事室
27 日 県自治体消防60周年記念式典 埼玉会館大ホール
27日～ 28 日　無所属刷新の会　八ッ場ダム視察　＊レポート掲載
29 日 首都圏中央自動車道建設促進会議 砂防会館　別館

10月活動報告

１日 野々宮神社例大祭 野々宮神社
１日 鴻巣市PTA連合会役員会 共和公民館
3日 鴻巣市体育協会役員会 魚七
5日 滝馬室氷川神社　秋季例大祭 滝馬室氷川神社
6日 鴻巣市 PTA 連合会ソフトボール大会 吹上堤外グランド
6日 鴻巣市水泳連盟役員会 鴻巣市立総合体育館
6日 満足度推進クラブ納涼会 フラワーセンター会議室
7日 津軽秋田の民謡唄まつり クレアこうのす大ホール
8日 県警本部案件説明 県議会議事堂
10 日 上尾関税会鴻巣支部役員会 さわ
10 日 鴻巣市体育協会50周年実行委員会 鴻巣市立総合体育館
12 日 無所属刷新の会　団会議 県議会議事堂
13 日 鴻巣市武道大会開会式 鴻巣市立総合体育館アリーナ
13 日 氷川八幡神社例大祭 氷川八幡神社
14 日 市民硬式テニス大会開会式 上谷テニスコート
14 日 商人フェスティバル 鴻巣市役所駐車場
14 日 吹上鎌塚八幡神社　巫女の舞 鎌塚八幡神社　社殿
15 日 田間宮地区敬老会 コミュニティふれあいセンター
15 日 赤見台地区敬老会 鴻巣市立市民センター集会室
17 日 議会あり方研究会幹事会 県議会議事堂
17 日 議会運営委員会 県議会議事堂
18日～ 21 日　埼玉県議会日中政治経済推進議員連盟　＊レポート掲載
22 日 上尾間税会　交流大会
24 日 県議会　9月定例議会初日
24 日 議員政策研修会 県議会議事堂
24 日 議案勉強会
26 日 グループサンフルーツ知事表敬訪問同行　知事応接室
27 日 鴻巣中学校・鴻巣北小学校運動会
27 日 雷電町敬老会
27 日 鴻巣びっくりひな祭り実行委員会 鴻巣市役所
29 日 県議会　一般質問初日
29 日 議会運営委員会 県議会議事堂
30 日 無所属刷新の会　鈴木正人代表登壇

9月活動報告

7月 31 日～ 1日　県議会6県対抗野球大会 千葉
1日 平成20年度全国高等学校総合体育大会女子ソフトボール

競技大会　開会式　　　　　　　 吹上総合運動場
2日 社団法人鴻巣市医師会　納涼会 ホテルガーデンパレス
3日 大井秀男先生の叙勲を祝う会 パレスホテル大宮4階

ローズルーム
4日～6日　地方分権・行財政改革特別委員会　視察　＊レポート掲載
7日 全国高校総体「空手道競技大会」視察 行田市総合体育館
8日 鴻巣フラワーセンター納涼祭 鴻巣フラワーセンター1階荷捌き場
8日 鴻巣市体育協会役員会 市役所第2庁舎2階会議室
9日 新こうのすチャレンジクラブ納涼会 クレアこうのす3階大会議室
11 日 平成20年度主要地方道鴻巣川島線整備促進期成同盟会総会

クレアこうのす3階大会議室B
14 日 親和会納涼カラオケと盆踊り大会 氷川町4号公園
17 日 原馬室獅子舞棒術「祭典」 愛宕神社　他
17 日 鴻巣市PTA連合会　納涼会
20 日 鴻巣市体育協会50周年実行委員会 鴻巣市立総合体育館2階
21 日 議会あり方研究会　幹事会 県議会議事堂
21 日 鴻巣市PTA連合会　役員会 共和公民館
22 日 鴻巣市PTA連合会　会長・校長協議会 クレアこうのす
23 日 第25回埼玉県消防操法大会 埼玉県消防学校
23 日 鴻巣市防災訓練 鴻巣北中学校
23 日 児童支援の会　はばたき　「子どもまつり」吹上小学校校庭　他
23 日 赤見台夏まつり
23 日 東町納涼大会 東町公園
27 日 米田けんぞう君を支える会　役員会 大宮ラフォーレ清水園
29 日 鴻巣市議会・北本市議会　上尾道路建設促進議員連盟要

望活動　　　　　　　　　国土交通省　関東地方整備局
29 日 超党派勉強会 大宮ソニックシティ
30 日 鴻巣北中学校　人権教育研修会講師 鴻巣北中学校
31 日 鴻巣びっくりひな祭り実行委員会会議

な
か
や
し
き
の
思
い
！

　

佐
賀
県
の
視
察
で
も
訪

ね
た
危
機
管
理
防
災
セ
ン

タ
ー
、
大
地
震
の
心
配
さ
れ

る
関
東
エ
リ
ア
で
7
0
0
万

県
民
を
守
る
拠
点
と
し
て
ど

う
し
て
も
必
要
だ
。
あ
ら
ゆ

る
大
規
模
災
害
に
対
応
で
き

る
機
能
性
の
高
い
施
設
計
画

を
望
み
た
い
。
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で
あ
る
。

全
国
13
市
区
で
同
様
の
取
り
組

み
が
さ
れ
て
お
り
、
職
員
定
数
の

削
減
に
よ
る
ス
リ
ム
化
を
進
め
る

本
県
行
政
に
と
っ
て
も
、
必
須
の

検
討
課
題
だ
と
感
じ
た
。

＊
９
月
18
日（
木
）〜
21
日（
日
）

議
員
連
盟
の
視
察
訪
問
団
の

一
員
と
し
て
、
わ
が
県
の
友
好
州

省
の
一
つ
中
国
山
西
省
を
訪
ね

た
。
知
事
・
議
長
の
親
書
を
携
え

て
の
訪
問
で
あ
る
。
山
西
大
学
、

省
政
府
、
省
人
民
代
表
会
議
な
ど

を
表
敬
訪
問
し
た
。
中
で
も
一
番

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
山
西
大
学

日
本
語
学
科
4
年
生
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
会
だ
。
非
常
に
勉
強

熱
心
で
、
日
本
語
で
の
通
常
会
話

は
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
で
き
る
よ

う
で
あ
る
。
会
の
中
で
、「
埼
玉

県
で
は
、
今
後
県
立
大
学
に
留
学

生
を
受
け
入
れ
る
考
え
で
県
・
省

間
の
調
整
中
で
あ
る
。」
と
の
訪

問
団
長
の
話
に
、
学
生
た
ち
は
色

め
き
立
ち
質
問
の
嵐
と
い
う
展
開

に
な
っ
た
。
後
で
日
本
か
ら
の
留

学
生
に
話
を
聞
く
と
、「
日
系
企

業
と
現
地
企
業
の
大
卒
初
任
給
の

差
は
3
倍
ほ
ど
の
開
き
が
あ
り
、

日
本
語
の
勉
強
を
続
け
日
系
企
業

へ
の
就
職
を
熱
望
し
て
い
る
学
生

が
多
い
。」
と
い
う
実
態
を
教
え

て
も
ら
っ
た
。
13
億
の
民
の
中
、

「
豊
か
さ
を
手
に
す
る
こ
と
へ
の

大
変
さ
・
真
剣
さ
」
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
我

が
国
の
若
者
た
ち
が
忘
れ
か
け
て

い
る
「
必
死
さ
」
を
見
せ
つ
け
ら

れ
て
、「
こ
れ
は
、
う
か
う
か
し

て
い
ら
れ
な
い
」
と
強
く
感
じ
た

瞬
間
だ
っ
た
。

＊
10
月
27
日（
月
）〜
28
日（
火
）

会
派
視
察
に
、
八
ツ
場
ダ
ム
建

設
現
場
を
訪
ね
た
。
吾
妻
渓
谷
に

位
置
す
る
こ
の
ダ
ム
は
現
在
、
工

事
進
捗
率
70
％
を
迎
え
て
い
る
。

洪
水
調
節
、
水
道
用
水
の
供
給
な

ど
を
目
的
と
し
て
建
設
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
２
０
０
４
年
に
は
、

事
業
費
が
２
、１
０
０
億
か
ら
４
、

６
０
０
億
に
変
更
さ
れ
、
今
年
度

末
ま
で
に
、
３
、２
２
３
億
の
執

行
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
今
年
の

９
月
に
は
工
期
も
平
成
27
年
度
ま

で
延
長
さ
れ
た
。

首
都
圏
の
水
需
要
の
減
少
や

公
共
事
業
再
評
価
に
よ
り
「
ム
ダ

な
公
共
事
業
」
と
の
批
判
も
起
こ

る
中
、
埼
玉
県
議
会
で
も
、
建
設

促
進
と
反
対
に
意
見
が
分
か
れ
て

い
る
。
現
地
で
肌
に
感
じ
た
の

は
、「
ダ
ム
事
業
を
少
し
で
も
早

く
進
め
る
こ
と
で
生
活
再
建
を
図

り
た
い
。」と
い
う
空
気
で
あ
り
、

長
期
化
に
よ
る
悪
影
響
を
一
番

被
っ
て
い
る
の
は
、
地
元
の
人
々

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
早
、

中
止
と
い
う
判
断
は
、
極
め
て
厳

し
い
よ
う
に
感
じ
た
。

＊
８
月
４
日（
月
）〜
６
日（
水
）

特
別
委
員
会
の
視
察
に
長
崎
、

佐
賀
、
福
岡
を
訪
ね
た
。
佐
賀
県

が
取
り
組
む
協
働
化
テ
ス
ト
は
、

行
政
が
積
極
的
に
情
報
を
開
示

し
、
民
間
と
広
く
対
話
を
重
ね
、

県
民
満
足
度
向
上
の
た
め
に
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
多
様
化
を

図
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
2
年
間
の
実
績
の
中

で
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
﹇
志
縁
組
織
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
）
に
地
縁
組
織
（
自
治
会

な
ど
）
を
加
え
た
概
念
﹈
や
企
業

か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
事
務
の
効

率
化
や
、
３
、５
０
０
万
円
ほ
ど

の
コ
ス
ト
削
減
も
達
成
し
た
そ
う

長野原地区代替地工事現場視察

9/19　山西省政府表敬訪問

8/5　佐賀県庁視察

地
方
分
権
・
行
財
政
改
革

特
別
委
員
会

無
所
属
刷
新
の
会会

派
視
察

◆
視
察
調
査レ

ポ
ー
ト

8/6　福智町役場視察

埼
玉
県
議
会

日
中
政
治
経
済
推
進

議
員
連
盟

9/19　山西大学意見交換会ダムサイト工事現場視察
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第6号 チャレンジ通信 平成20年11月

埼玉県議会
無所属刷新の会　鴻巣支部

中屋敷慎一事務所
〒365-0039
　鴻巣市東3-11-18-103号
　TEL　048-541-8110　
　FAX　048-541-0256　
http://nakayashiki.net
challenge＠nakayashiki.net

「編集後記」
　9月定例会が終わり1カ月過ぎました。秋もだいぶ深
まって、朝晩は寒いなと思うほどですね。さて、第５号（前

回号）の発行後にうれしいことがありました。添削して返送してく
ださった方（どなたか分らないのが残念なのだが）どうも有り難う
ございました。そして、勉強になりました。小紙を隅々まで読んで
いただけてうれしくて仕方ありません。今後も励みとして頑張りま
すので、お気づきの点ご指導よろしくお願いします。 慎一

Ｑ．なかやしき議員が掲げていた選挙公約一つ県政調査費の公開、
　　今どんな状況ですか？

Ａ．平成19年度無所属刷新の会の県政調査費の全ての使途と領収書は、7
月7日から県議会議事堂の会派控室で公開しています。他に、民主
党・無所属の会、共産党の2会派も自主公開をしています。情報公開
で全国最低のランクに位置づけられてしまった埼玉県議会ですが、今
年3月24日に県政調査費の公開も含めて、議会のあり方を考えていく
「議会あり方研究会」が超党派（自民：11名、民主：4名、公明：2名、
刷新の会：1名）で発足しました。私も、原案を練り上げる幹事会の
一員としても研究会に参加しています。現在は、県政調査費の使途基
準に一定の合意（調査研究・政策立案活動における食事代も認める。）
が得られたところです。今後、詳細を定める使途マニュアルの作成な
どに取り掛かりますが、月々50万円の県政調査費が、「第2の報酬」
などという誤解を受けないようなものへと仕上げ、一日でも早い県議
会としての「公開」に結び付けたいと考えています。

行程▶出発地＝昼食

＝県内施設見学

＝県議会議事堂

＝出発地

13：00～

12：00～10：30頃

18：30頃

14：20～17：00

県議会Ｑ＆Ａ

県議会議員　中屋敷慎一

県議会一般質問傍聴のご案内
　今年度も下記の通り12月定例会におきまして、一
般質問の機会をいただきました。是非とも埼玉県議
会の傍聴にお越しいただき、皆様の力強い応援をい
ただけますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

記

・日　時　　平成20年12月8日（月）
　　　　　　午後3時より（変更の場合あり）
・場　所　　埼玉県議会議事堂
・参加費　　2,000円/1名　※昼食代及び交通費

（当日バスの中で集めさせていただきます）
☆傍聴にお越しいただける方は、11月30日までに中屋
敷事務所までご連絡お願いいたします。

＊お申込みいただいた方には後日、
集合場所・出発時間等をご連絡
いたします。




